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❖ライター ⃝鈴木 伸 子　▪日々東京を徘徊中、執筆中。雑誌「東京人」の元副編集長、得意分野は都市、建築、鉄道、食べ歩きなど。

第 回四
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カルチャー
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カカルチャールチャールチャールチャーカルチャー
人のために豊かさや便利さを提供する
土木を、生活のなかに浸透させていくこと。

「　　　　　×カルチャー」
では、私たちと土木の距離を縮めてくれる、
そんなコンテンツを紹介します。
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林さんの「マンホールのふた」は、
行政機関がマンホールの調査をす
る際の参考資料にもなったと言う

1. 渋谷の道玄坂にある。渋谷のハチ公と走る人が凹凸でデザインされている
2. 足立区の区道に設置されたメーカーオリジナルのパターン
3. 四季と天気の変化がデザイン化されている
4. 下水道施設の「汚水枡」の蓋。 戦前のものと思われる
5. 「芝浦分譲地」と記されている。明治43年頃、芝浦における埋め立て工事の際のものと思われる
6. 東京大学構内にある蓋に「帝大下水」と記されている。明治30年以前のものの可能性がある
7. 中央に「東京府」のマークがある。昭和 6 年から18年まで府道として敷設された道路に使われた
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『
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
』

近
年
、
な
ぜ
か
「
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
」
と

い
う
土
木
ツ
ー
ル
に
注
目
が
集
ま
り
、
都
内

や
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
を
写
真

に
撮
り
収
集
す
る
マ
ニ
ア
も
増
え
て
い
る
。

そ
の
「
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
」
に
、
今
か
ら

四
五
年
以
上
も
前
か
ら
注
目
し
て
い
た
人
が

林
丈
二
さ
ん
。
現
在
は
そ
の
分
野
の
入
門
書

と
も
な
っ
て
い
る
『
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
　
日

本
篇
』
の
著
者
で
も
あ
る
。

林
さ
ん
は
武
蔵
野
美
術
大
学
工
芸
工
業
デ

ザ
イ
ン
科
の
学
生
時
代
、
都
市
を
構
成
す
る

デ
ザ
イ
ン
を
研
究
す
る
課
題
を
与
え
ら
れ
た

の
を
き
っ
か
け
に
「
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
」
に

興
味
を
持
っ
た
。

「
目
立
た
な
い
存
在
だ
け
ど
、
よ
く
見
る

と
味
わ
い
が
あ
る
。
古
い
も
の
は
年
月
を
経

て
表
面
が
摩
耗
し
、
も
の
の
風
合
い
が
あ
っ

た
り
す
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
た
ん
で
す

よ
ね
」

そ
の
後
も
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
注
目
し
続

け
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を

し
な
が
ら
、
東
京
都
内
を
は
じ
め
日
本
中
の

主
な
都
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
探
索
。

一
九
八
四
年
、
三
七
歳
の
時
に
『
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
　
日
本
篇
』
を
刊
行
。
鋳
物
の
街
で

あ
る
埼
玉
県
川
口
市
で
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を

作
り
続
け
て
き
た
中
山
製
作
所
の
職
人
さ
ん

か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
等
、
マ
ン
ホ
ー

ル
業
界
の
人
々
の
協
力
も
得
な
が
ら
世
に
出

た
一
冊
だ
っ
た
。
続
い
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
三
カ
国
を
探
索
し
、八
六
年
に「
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
篇
」
も
刊
行
。

「
東
京
で
最
も
早
く
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
た
旧
一
五
区
（
千
代
田
、中
央
、港
、

台
東
、
文
京
、
新
宿
区
と
江
東
区
の
一
部
）

の
エ
リ
ア
に
は
、
昭
和
の
末
頃
ま
で
明
治
、

大
正
、
戦
前
の
古
い
マ
ン
ホ
ー
ル
が
け
っ
こ

う
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
千
代

田
区
神
田
に
あ
っ
た
鋳
鉄
製
格
子
形
の
も
の

は
、
下
水
道
内
で
発
生
す
る
ガ
ス
を
地
上
に
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下水道用マンホール蓋の歴史

マンホールの蓋のデザインに着眼
して、国内外問わず様々なマン
ホールの調査をしている林丈二さ
ん。路上を観察し、特定のものに
価値を見出した集団「路上観察学
会」のメンバーでもある。

逃
が
す
た
め
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
し

た
が
、そ
の
後
開
発
さ
れ
た「
東
京
市
型
」は
、

地
上
か
ら
の
砂
利
や
ゴ
ミ
を
受
け
る
よ
う
、

外
部
の
も
の
が
内
側
に
落
ち
て
こ
な
い
工
夫

が
さ
れ
て
い
た
り
、そ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は〝
用

の
美
〞
も
感
じ
ら
れ
ま
す
」

都
内
で
は
旧
東
京
市
内
や
本
郷
の
東
京
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
等
に
古
く
か
ら
の
独
自

の
デ
ザ
イ
ン
が
見
ら
れ
て
、
林
さ
ん
好
み
の

も
の
が
多
く
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。

近
年
は
土
木
ブ
ー
ム
、
日
本
全
国
の
ご
当

地
ブ
ー
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
独
自
の
も

の
や
カ
ラ
フ
ル
な
色
使
い
の
「
デ
ザ
イ
ン
・

マ
ン
ホ
ー
ル
」
と
い
う
も
の
が
開
花
し
て
い

る
が
、
林
さ
ん
好
み
の
マ
ン
ホ
ー
ル
は
そ
の

正
反
対
の
も
の
ら
し
い
。

「
マ
ン
ホ
ー
ル
は
当
初
、
ね
ず
み
鋳
鉄
と

い
う
材
質
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
ア
メ
リ
カ
で
摩
耗
し
に
く
く
錆
び
に
く
い

ダ
グ
タ
イ
ル
鋳
鉄
が
開
発
さ
れ
、
最
近
は
ほ

と
ん
ど
が
ダ
グ
タ
イ
ル
製
と
な
り
質
感
が
変

わ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ね
ず
み
鋳
鉄
製
の
古

い
も
の
が
好
き
で
し
た
が
」

そ
ん
な
林
さ
ん
は
自
ら
を
、「
ぼ
く
の
役

目
は
飽
く
ま
で
も
『
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
』
の

世
界
へ
の
導
き
役
」
だ
と
す
る
。

「
今
、
ぼ
く
が
本
を
出
し
た
頃
か
ら
は
考

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
『
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
』
に

興
味
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

ぼ
く
が
思
い
も
し
な
い
視
点
で
の
観
察
を
し

て
い
る
。
驚
き
ま
す
ね
！
」

現
在
は
都
内
で
毎
年
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋

好
き
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
「
マ
ン
ホ
ー
ル
ナ

イ
ト
」
が
行
わ
れ
、
マ
ニ
ア
の
探
索
、
収
集

の
成
果
報
告
や
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト
等
も
行
わ

れ
て
い
る
。
古
き
よ
き
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
は

更
新
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
く
運
命
に
あ
る

が
、
今
の
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
現
象
で
、
そ

の
デ
ザ
イ
ン
の
質
は
よ
り
高
ま
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

東京市型
全国の上下水道を指導していた中島 
鋭治が、東京市の下水道を設計すると
きに西欧のマンホールを参考にして考
案。全国的に拡散していき、後のJIS
模様のモデルとなる

小台型（森型）
戦時中の鉄不足に伴い、日本で初め
て考案されたと言われるコンクリート
製の蓋。ガス抜き穴がダイヤ型である
ことが特徴

各市町村による独自デザイン
建設省公共下水道課建設専門官が、
下水道事業のイメージアップと市民ア
ピールのために、各市町村に独自の蓋
をつくることを提唱。そこから様々な
デザインのマンホール蓋が登場する

鋳鉄製格子形
東京最古の下水道「神田下水」に使わ
れた鋳鉄製初と言われるマンホール
蓋

名古屋市型
名古屋市の創設下水道の専任技師
だった茂庭忠次郎が考案。後に内務省
土木局に入り、全国の上下水道技術を
指導した際、この蓋を推め、東京市型
と並んで全国的に拡散する

JIS模様（JIS A 5506）
この年にマンホールの蓋のJIS規格

（日本工業規格）が制定され、このデ
ザインが蓋の基準モデルとなり全国に
拡散していく
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